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【議事第１号】バス路線廃止に伴う代替交通「予約制乗合タクシー」実証運行の継続について（4委員からの意見） 

区分 所属・委員名 意見要旨 事務局の所見 

一般乗用旅客自

動車運送事業者

の代表者又はそ

の指名する者 

松山市タクシー協会 

会長 

友石 晃由 

・資料からは、運行計画の見直しが必要な理

由、見直しによる改善予測の説明がなく、判

断ができない。 

・交通会議において運行計画の説明をしたの

であるから、その内容を変更するのであれ

ば、交通会議の議場にて説明する必要があ

る。 

・運行計画を見直した 2 路線（旧立岩線、旧五明線）については、

利用実績やアンケート調査の実施、地域住民・運行事業者から

の意見に基づき、地域にとってより利用しやすい運行計画とな

るよう変更を行うもので、利用者数の増加を目指します。 

・ご意見のとおり、本会議の議事については、昨年度と同様に、

一堂に会した場で行われることが最善と考えていますが、当該

案件については、議事説明資料に記載のとおり、現時点におい

て、本会議での議決を伴う協議事項ではないことや、新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止の観点をふまえ、やむを得ず、書面

での開催とさせていただきました。ご理解いただきますようお

願いいたします。 

一般旅客自動車

運送事業者が組

織する団体の代

表者又はその指

名する者 

愛媛県ハイヤー・ 

タクシー協会 

会長 

渡部 光男 

・通学の生徒の需要により変更するものと考

えられるが、始発便の廃止、変更に係るもの

は、積極的に「住民又は公共交通機関の利用

者」と協議すべきであり、「松山市地域公共

交通会議」の開催が必要と考える。 

・旧立岩線の北条駅前発始発便（第１便・第３便）については、

利用実績や地域の声を伺ったうえで、変更を行うものです。 

・当該案件については、議事説明資料に記載のとおり、現時点に

おいて、本会議での議決を伴う協議事項ではないことや、新型

コロナウイルス感染症拡大防止の観点をふまえ、やむを得ず、

書面での開催とさせていただきました。ご理解いただきますよ

うお願いいたします。 
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区分 所属・委員名 意見要旨 事務局の所見 

住民又は公共交

通機関の利用者 

松山東雲短期大学 

教授 

桐木 陽子 

・令和４年度の実証実験に対しては異議なし。 

・令和４年度もコロナ下の影響があると想定

して実証実験をすることが必要ではないか。 

・2 路線の変更理由及び実証の目的の説明があ

ればより理解できたと感じた。 

・利用が低迷している旧河中線では、変更案も

なく、利用率を高める手段はないという判断

だったのか。「チョイソコひさえだ」の報告

にあるような利用者の声は把握しているの

か。 

・運行計画を見直した 2 路線（旧立岩線、旧五明線）については、

利用実績やアンケート調査の実施、地域住民・運行事業者から

の意見に基づき、地域にとってより利用しやすい運行計画とな

るよう変更を行うもので、利用者数の増加を目指します。 

・旧河中線については、地域代表者・運行事業者との協議を行っ

たほか、令和４年１月に日浦地区の全世帯を対象としたアンケ

ート調査を実施しました。今後、アンケート調査結果に基づき、

地域代表者・運行事業者と運行計画の見直しを検討し、利用促

進に向けて取り組んでいきたいと考えています。 

国土交通省四国

運輸局愛媛運輸

支局長又はその

氏名する者 

国土交通省 

四国運輸局 

愛媛運輸支局 

首席運輸企画専門官 

菊池 勝二 

利用促進に向けた取組について例えばヒアリ

ング対象、回数、周知状況などを共有してほし

い。 

＜ヒアリング対象＞ 

各地区のまちづくり協議会や区長会等 

＜協議回数(令和 4 年 2 月末時点)＞ 

１～３回実施 

＜周知状況＞ 

・実証運行開始前に対象エリアの全世帯に「ご利用ガイド」等

を配布（全路線） 

・まちづくり協議会が発行する「まちづくり通信」で、利用促

進を図る。（旧立岩線） 

・フジ道後店にご利用ガイドを設置（旧河中線・旧五明線） 

・アンケート調査用紙の配布にあわせ、利用促進を図るため、

活用例を記載したチラシを配布（旧河中線） 
 


